
北
か
ら
の

発
信 

シ
ー
ニ
ッ
ク
バ
イ
ウ
ェ
イ
北
海
道
の
挑
戦
③ 

か
ら
ノ
ー
ス
キ
ャ
ロ
ラ
イ
ナ
州
に
ま
た
が
る
、
全
長
約
７

５
０
㎞
の
ブ
ル
ー
リ
ッ
ジ
パ
ー
ク
ウ
ェ
イ
以
降
で
す
。
パ
ー

ク
ウ
ェ
イ
の
事
業
主
体
は
国
立
公
園
を
所
管
す
る
国
立

公
園
局
で
す
が
、
こ
う
し
た
パ
ー
ク
ウ
ェ
イ
の
他
に
も
、

国
有
森
林
局
が
整
備
し
て
き
た
も
の
も
あ
り
、
現
在
の

シ
ー
ニ
ッ
ク
バ
イ
ウ
ェ
イ
の
中
に
は
、
こ
う
し
た
既
存
の
ル

ー
ト
が
数
多
く
含
ま
れ（
96
ル
ー
ト
中
24
ル
ー
ト
）、
そ
う

し
た
意
味
で
シ
ー
ニ
ッ
ク
バ
イ
ウ
ェ
イ
の
骨
格
と
な
る
ル
ー

ト
の
整
備
は
70
年
以
上
の
歴
史
が
あ
り
ま
す
。

米
国
道
路
施
策
の
大
転
換
「
Ｉ
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ａ
」
と
シ
ー

ニ
ッ
ク
バ
イ
ウ
ェ
イ
制
度

一
方
、
連
邦
政
府
に
よ
っ
て
進
め
ら
れ
て
き
た
州
際
道

路（
高
速
道
路
）整
備
は
、
１
９
１
６
年
ご
ろ
か
ら
始
ま

り
、
１
９
５
６
年
に
制
定
さ
れ
た「
連
邦
道
路
法
」、「
道

路
財
源
法
」以
降
、
本
格
的
な
整
備
が
進
め
ら
れ
て
き
ま

し
た
。
そ
の
結
果
１
９
８
０
年
代
後
半
、
当
初
予
定
し
て

い
た
高
速
道
路
網
は
ほ
ぼ
完
成
し
ま
し
た
。

そ
こ
で
連
邦
政
府
が
今
後
取
り
組
む
べ
き
施
策
と
し

て
１
９
９
１
年
に
打
ち
出
し
た
の
が
、
総
合
陸
上
輸
送

効
率
化
法（
略
称「
Ｉ
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ａ
」）で
し
た
。
本
法
の
説

明
は
省
略
し
ま
す
が
、
道
路
交
通
だ
け
で
は
な
く
、
列

車
や
航
空
機
、
船
舶
、
さ
ら
に
は
歩
行
者
と
い
っ
た
さ
ま

ざ
ま
な
陸
上
交
通
輸

送
手
段
を
総
合
的
に

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
し
て

い
こ
う
と
い
う
、
米

国
道
路
史
上
、
前
述

の
「
連
邦
道
路
法
」

等
の
制
定
に
匹
敵
す

る
画
期
的
な
施
策
で

あ
る
と
い
え
ま
す
。

米
国
シ
ー
ニ
ッ
ク
バ

イ
ウ
ェ
イ
制
度
は
、

本
法
に
よ
っ
て
法
的

根
拠
を
与
え
ら
れ
て

い
る
の
で
す
。

シ
ー
ニ
ッ
ク
バ
イ
ウ
ェ
イ
制
度
の
特
徴

シ
ー
ニ
ッ
ク
バ
イ
ウ
ェ
イ
制
度
は
、
単
な
る「
景
観
の
良

い
わ
き
道
」づ
く
り
だ
け
で
は
な
く
、
米
国
の
総
合
的
な

陸
上
交
通
政
策
の
中
で
、
特
に
国
民
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
需
要
へ
の
対
応
、
地
域
資
源
の
保
全
・
活
用
を
担
う
戦

略
的
施
策
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
本
制
度
推
進
面
で
の
特
徴
と
し
て
、
主
務
行

政
機
関
は
連
邦
道
路
庁
で
あ
る
も
の
の
、
沿
道
の
土
地

利
用
を
含
め
た
総
合
的
ル
ー
ト
運
営
施
策
遂
行
の
た
め
、

国
立
公
園
局
、
国
有
林
野
局
を
は
じ
め
と
し
た
関
係
行

政
機
関
、
米
国
自
動
車
連
盟
や
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
協
会

な
ど
の
民
間
団
体
と
も
密
接
な
連
携
体
制
が
構
築
さ
れ

て
い
ま
す
。

さ
ら
に
本
制
度
は
国
家
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
り
な
が
ら
、

連
邦
政
府
は
制
度
認
定
手
続
き
と
事
業
支
援
を
行
い
、
計

画
と
事
業
実
施
は
州
や
個
々
の
バ
イ
ウ
ェ
イ
管
理
団
体
に

任
さ
れ
て
い
る
な
ど
、
基
本
的
に
は
地
域
が
主
体
と
な
っ

て
進
め
て
い
る
と
い
う
特
徴
が
あ
り
ま
す
。

シ
ー
ニ
ッ
ク
バ
イ
ウ
ェ
イ
認
定
の
現
状

シ
ー
ニ
ッ
ク
バ
イ
ウ
ェ
イ
の
認
定
区
分
は
州
認
定
と
連

邦
認
定
の
二
種
類
が
あ
り
ま
す
が
、
連
邦
認
定
の
た
め

に
は
原
則
と
し
て
州
認
定
が
条
件
と
な
っ
て
い
ま
す
。
後

米国における
シーニックバイウェイ事情

米国における
シーニックバイウェイ事情

シ
ー
ニ
ッ
ク
バ
イ
ウ
ェ
イ
の
ル
ー
ツ

米
国
に
お
い
て
シ
ー
ニ
ッ
ク
バ
イ
ウ
ェ
イ（
直
訳
す
る
と

「
景
観
の
良
い
わ
き
道
」）の
ル
ー
ツ
で
も
あ
る
パ
ー
ク
ウ
ェ

イ（
道
路
公
園
）の
整
備
が
本
格
的
に
ス
タ
ー
ト
し
た
の

は
、
１
９
３
０
年
代
、ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
大
統
領
の
ニ
ュ
ー
デ

ィ
ー
ル
政
策
の
も
と
建
設
が
始
ま
っ
た
、
バ
ー
ジ
ニ
ア
州 パシフィック・コースト・シーニックバイウェイ（AAR）のランドマークのひとつヤキナ・ベイブリッジ（オレゴン州・ニューポート市）

連邦認定シーニックバイウェイの位置図

米国シーニックバイウェイの発展図
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・
対
象
事
業
に
対
し
て
連
邦
政
府
か
ら
の
補
助
金
の
給
付

・
州
・
連
邦
レ
ベ
ル
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
に
よ
る
知
名
度
の

向
上

・
リ
ソ
ー
ス
セ
ン
タ
ー（
支
援
セ
ン
タ
ー
）に
よ
る
技
術
的

支
援
、
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
支
援

・
表
彰
制
度
の
適
用
な
ど

米
国
シ
ー
ニ
ッ
ク
バ
イ
ウ
ェ
イ
に
学
ぶ
こ
と

米
国
に
お
け
る
シ
ー
ニッ
ク
バ
イ
ウ
ェ
イ
の
取
り
組
み
は
、

今
年
で
14
年
目
を
迎
え
ま
す
。
そ
の
間
、
さ
ま
ざ
ま
な
試

み
が
行
わ
れ
て
き
て
お
り
、
北
海
道
に
お
け
る
展
開
を
図

っ
て
い
く
上
で
、
多
く
の
知
見
を
与
え
て
く
れ
ま
す
。

チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
で
持
続
的
な
活
動
を

米
国
で
は
ベ
ス
ト
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
賞（
最
優
秀
実
践
賞
）

と
い
う
の
が
あ
り
、
優
れ
た
ル
ー
ト
運
営
を
行
っ
た
活
動

団
体
な
ど
に
送
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
活
動
に
対
す

る
誇
り
の
醸
成
や
成
功
事
例
の
共
有
と
い
っ
た
効
果
も

あ
り
ま
す
が
、
最
も
大
切
な
こ
と
は
こ
の
仕
組
み
が
加

点
主
義
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
た
と
え
失
敗
し
て

も
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
こ
と
を
評
価
す
る
仕
組
み
が
活
動

の
活
発
化
と
持
続
性
を
保
証
す
る
も
の
で
あ
る
と
思
い

ま
す
。
こ
う
し
た
風
土
が
活
動
団
体
の
み
な
ら
ず
、
行
政

組
織
に
も
あ
り
、
米
国
シ
ー
ニ
ッ
ク
バ
イ
ウ
ェ
イ
推
進
を
特

徴
づ
け
て
い
ま
す
。

行
政
と
活
動
団
体
等
と
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

米
国
シ
ー
ニ
ッ
ク
バ
イ
ウ
ェ
イ
に
お
け
る
行
政
と
活
動

団
体
と
の
良
好
な
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
表
し
て
い
る
も

の
の
例
に
、
２
年
に
１
回
開
催
さ
れ
る
全
国
大
会
が
あ

り
ま
す
。
こ
の
大
会
に
は
、
全
国
か
ら
連
邦
政
府
や
州
政

府
関
係
者
、
活
動
団
体
、
観
光
や
景
観
・
環
境
関
係
の
民

間
団
体
か
ら
５
０
０
名
近
い
参
加
が
あ
り
ま
す
。

特
徴
的
な
こ
と
は
、
行
政
関
係
者
と
活
動
団
体
等
と

の
区
別
が
ほ
と
ん
ど
つ
か
な
い
こ
と
で
す
。
服
装
が
自
由

な
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
40
近
く
あ
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

で
は
参
加
者
個
々
人
が
対
等
に
自
由
な
議
論
を
展
開
し

て
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
が
組
織
の
一
員
で
あ
る
と
同
時

に
、
こ
う
し
た
個
人
レ
ベ
ル
で
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
が
活

者
は
さ
ら
に
「
オ
ー
ル
・
ア
メ
リ
カ
ン
・ロ
ー
ド（
Ａ
Ａ
Ｒ
）」

と「
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
シ
ー
ニ
ッ
ク
バ
イ
ウ
ェ
イ（
Ｎ
Ｓ
Ｂ
）」に

分
か
れ
て
い
ま
す
。

認
定
は
、１
９
９
６
年
に
第
１
回
目
が
行
わ
れ
、
そ
の

後
、
２
年
ご
と
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
現
在
で
は
、
連
邦

認
定
で
あ
る
オ
ー
ル
・
ア
メ
リ
カ
ン
・ロ
ー
ド（
21
ル
ー
ト
）、

ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
シ
ー
ニ
ッ
ク
バ
イ
ウ
ェ
イ（
75
ル
ー
ト
）が
認
定

を
受
け
、
州
認
定
シ
ー
ニ
ッ
ク
バ
イ
ウ
ェ
イ
も
５
０
０
以
上

あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

認
定
シ
ー
ニ
ッ
ク
バ
イ
ウ
ェ
イ
へ
の
支
援
措
置

シ
ー
ニ
ッ
ク
バ
イ
ウ
ェ
イ
と
し
て
認
定
さ
れ
る
と
、
連
邦

政
府
な
ど
か
ら
次
の
よ
う
な
支
援
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

発
な
制
度
運
営
に
つ
な
が
っ
て
い
く
も
の
と
考
え
ま
す
。

骨
太
の
シ
ー
ニ
ッ
ク
バ
イ
ウ
ェ
イ
を
め
ざ
し
て

米
国
で
は
先
の
連
邦
政
府
に
よ
る
Ｉ
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ａ
制
定

に
よ
り
、
国
民
の
生
活
の
質
の
向
上
や
経
済
発
展
に
効

果
的
な
道
路
交
通
の
あ
り
方
と
し
て
、
総
合
的
な
陸
上

交
通
に
お
け
る
道
路
交
通
の
役
割
と
位
置
づ
け
を
明
確

に
し
、
そ
の
た
め
の
仕
組
み
づ
く
り
も
行
っ
て
き
ま
し

た
。
繰
り
返
し
に
な
り
ま
す
が
、
シ
ー
ニ
ッ
ク
バ
イ
ウ

ェ
イ
は
そ
う
し
た
総
合
交
通
体
系
の
中
で
位
置
づ
け
ら

れ
た
施
策
な
の
で
す
。

北
海
道
で
は
過
去
２
年
間
の
モ
デ
ル
ル
ー
ト
に
お
け

る
試
行
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
団
体
が
試
行
錯
誤
で
活

動
を
続
け
、
相
応
の
成
果
も
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て

き
ま
し
た
。

今
後
は
、
活
動
団
体
が
主
体
的
に
策
定
し
た
ル
ー
ト

運
営
計
画
と
連
携
し
、
効
果
的
な
ル
ー
ト
運
営
の
た
め
、

関
係
す
る
行
政
機
関
、
市
町
村
間
の
連
携
の
仕
組
み
づ

く
り
が
必
要
で
あ
る
と
と
も
に
、
ル
ー
ト
の
骨
格
で
あ

る
〝
道
路
〞
そ
の
も
の
が
果
た
す
べ
き
役
割
に
つ
い
て

今
一
度
再
検
討
し
、
明
確
な
ビ
ジ
ョ
ン
を
示
し
、
い
わ

ゆ
る
「
骨
太
の
シ
ー
ニ
ッ
ク
バ
イ
ウ
ェ
イ
」
を
構
築
し

て
い
く
こ
と
も
、
行
政
に
求
め
ら
れ
て
い
る
課
題
の
ひ

と
つ
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

お
わ
り
に

「
観
光
は
地
域
づ
く
り
の
総
仕
上
げ
」と
も
い
わ
れ
ま

す
が
、
シ
ー
ニ
ッ
ク
バ
イ
ウ
ェ
イ
も
ま
さ
に
同
様
と
い
え
ま

す
。
推
進
に
関
わ
る
さ
ま
ざ
ま
な
個
人
や
団
体
、
行
政

が
そ
れ
ぞ
れ
の
持
ち
味
と
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
を
発
揮
し

て
、
継
続
的
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
。
こ
れ
を
少
な
く

と
も
二
、
三
〇
年
間
続
け
ら
れ
る
か
ど
う
か
が
、
シ
ー
ニ

ッ
ク
バ
イ
ウ
ェ
イ
成
功
の
鍵
を
握
る
も
の
と
考
え
ま
す
。

（
社
）
北
海
道
オ
ー
ト
リ
ゾ
ー
ト
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
協
会

事
務
局
長
　
宮
武
　
清
志

米
国
シ
ー
ニ
ッ
ク
バ
イ
ウ
ェ
イ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w
w
.byw

ays.org/

世界一美しいパークウェイといわれるブルーリッジパークウェイ
（ノースカロライナ州、AAR）

旅行者を迎える笑顔はとても大切な要素
（オレゴン州アルバニィ市ビジターセンター）

歴史的価値のある鉄橋も保全すべき地域資源となる
（オレゴン州・コロンビア川シーニックバイウェイ：AAR）

シーニックバイウェイの対象は、美しい自
然景観ばかりではない。歴史的価値が認め
られればネオンサインも立派な保全すべき
地域資源に
（ニューメキシコ州ルート66：NSB）
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